
システムの概要 

 

３．３ 建設発生土情報交換システムの作業フロー 

 
建設発生土情報交換システムの作業フローは、以下のとおりです。 
各項目の詳細なイメージは次頁以降をご覧ください。 

 

◆データの登録
◆データの編集
○データ更新
○データ削除（データ復活可能）
○データ復活
○データ消去（データ復活不可）

１．工事発注前
（情報登録）

◆調整相手候補工事の検索
◆工事間の連絡調整

　　　　　　　（申込・返答）
◆調整土量の登録

２．工事発注前
（検索・調整）

◆発注処理
○工事情報の見直し（更新）
○工事請負業者の選択

３．工事発注

◆実績処理
○工事情報の見直し（更新）
○工事間利用の実績入力

６．工事完了時

予
定
情
報

発
注
後
情
報

実
績
情
報

◆データの編集
○データ更新
○データ削除（データ復活可能）
○データ復活

４．施工時
（更新）

◆調整相手候補工事の検索
◆工事間の連絡調整

　　　　　　　（申込・返答）
◆調整土量の登録

５．施工時
（検索・調整）

◆データの編集
○データ更新

７．工事完了後
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システムの概要 

 

予定情報登録

予定工事の発生土情
報を登録する。

①工事情報の登録

予定情報更新

予定工事情報に変更
が生じた場合、登録
している内容を更新
する。また、中止工
事について情報の削
除・消去等を行う。

②工事情報の更新

登録内容に変更が生じ
た場合

１．工事発注前
（情報登録）

工事発注者

工事発注者

発注者のみ利用可

（操作方法 「5-43」頁～「5-60」頁）

（操作方法 「5-61」頁～「5-87」頁）

 

 ５．３新規登録） 

５．３更新処理） 
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連絡希望書の送信

自工事と調整相手とな
る工事候補の選定を行
う。

①相手候補工事の検索・依頼

連絡希望工事の確認及び返答

調整相手候補工事に
連絡希望書のFAX連絡
（システム内処理）

２．工事発注前（検索・調整）

連絡希望書の内容を
確認の上、連絡調整
を行うか否かの返答
を行う。

連絡希望書に対する返
答書を参照し、連絡了
承が成立したかの確認
を行う。

②返答結果の内容参照

連絡希望の送信元に返
答書を返信する。
（システム内処理）

返答書の送信

電話連絡等により調整
した結果を本システム
に登録する。

③調整結果の登録 工事発注者間での電話等による
調整内容の検討

※システム外処理

連絡了承が成立
した場合

調整結果をシス
テムに反映

連絡希望書の作成

返答書の参照

連絡希望書の参照
返答書の作成

工事発注者

工事発注者

工事発注者

工事発注者

工事発注者

発注者のみ利用可

調整成立

を選択調整土量

（操作方法 「5-88」頁～「5-97」頁）

（操作方法 「5-98」頁～「5-102」頁）

（操作方法 「5-33」頁～「5-37」頁）

（操作方法 「5-103」頁～「5-106」頁）

調整不成立

 

５．３[検索処理]） 

５．３[着信返答]） 

５．２[返答通知]） 

５．３[調整結果入力]） 
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５．３[発注処理]） 

５．４[更新処理]） 
５．４[検索処理]） 

５．４[実績処理]） 

５．５[更新処理]） 
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